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費
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お
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と
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。
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す
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入
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ピ
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。
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。
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又
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。
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除

草

剤

、

ワ

ン

か

M
O粧
剤
と
す
タ
l
y
M粒
剤
の

五

十

一

年

度

着

工

予

定

地

区

に

つ

-

'

ヵ

、

め

い

虫

類

の

防

除

な

ど

農

薬

の

二

回

使

用

が

必

要

で

す

。

い

て

は

、

①

開

発

室

な

ど

地

元

意

一

一

使

用

が

多

く

な

り

ま

す

。

⑨

永

年

生

雑

草

志

の

翼

②

営

農

計

画

の

細

部

協

一

…

六

月

百

か

ら

七

月

三

十

百

の

官

カ

ヲ

な

ど

に

対

し

て

は

、

ェ

議

、

③

換

地

基

準

と

な

亀

裂

測

一

一

一

一

か

月

間

は

農

薬

の

安

全

使

用

月

間

ツ

ク

ス

ゴ

1
ニ
l
位
剤
と

A
M粒
剤
凶

と
換
地
方
法
の
協
議
等
に
つ
い
て
、
一
草
地
区
の
人
員
事
長
三
思
I
プ

シ

し

ま

し

た

。

一

一

と

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

空

雇

用

が

必

要

で

す

。

一

関

係

者

と

十

分

協

議

し

て

決

定

レ

ま

一

大

洲

市

東

大

型

新

し

く

建

築

し

て

い

て

の

保

育

所

は

定

員

九

丈

で

す

。

一

一

乙

れ

は

量

産

う

人

票

、

農

使

量

は

、

一

0
ア
ー
ル
当
た
り
…

す
c

た
肱
北
保
育
析
が
完
成
、
去
る
六
月
一
一
一
総
事
業
費
八
千
六
百
二
十
八
万
九
干
円
一
一
議
の
正
レ
い
知
識
を
知
り
、
正
レ
い
ロ
ン
ス
タ
!
五
O
O立
方
セ
ン
チ
メ
…

を
か
け
、
木
一
一
使
い
方
を
し
て
農
薬
に
よ
る
事
故
を

l
ト
ル
そ
の
他
は
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
…
一

華

麗

建

四

一

…

な

く

し

て

い

乙

う

と

す

る

、

運

動

月

間

漏

水

田

で

は

使

用

に

注

意

し

て

く

こ

一

百
五
十
二
了
一
一
で
す
o

し

た

が

っ

て

農

警

告

使

用

す

さ

い

。

水

深

は

四

i
五
セ
ン
チ
メ
…
一

九
五
平
方
メ
一
一
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
す
病

l
ト
ル
で
三
占
日
は
水
を
た
め
…
一

ー

ト

ル

の

施

一

…

害

虫

躍

を

行

っ

て

く

だ

さ

い

。

た

ま

ま

お

く

と

と

が

必

要

で

す

。

…

一

災

害

に

基

本

的

号

、

保

育

一

令

農

薬

散

布

上

の

主

な

注

意

京

大

洲

農

業

改

良

普

及

所

一

一

な

心

構

え

を

室

、

乳

児

室

一

一

①

農

識

の

特

徴

を

知

っ

て

お

く

。

一

一

一

日

一

一

消

防

庁

で

は

、

地

震

及

び

火

災

な

ど

遊
戯
室
、
医

7
1
1
j
i
l
-
-
j

、
j
i
t
-
-
l
i
l
l
i
t
-
-

務
室
等
喜
一
肱
北
保
育
所
の
完
成
で
公
立
保
育
所
一
新
し
い
角
度
か
ら
生
活
を
見
直
レ
、
貯
一
五
郎
一
大
橋
下
)
の
両
日
、
経
験
者
は
七
一
に
対
す
る
霊
的
な
議

2
防
災

ぇ
、
大
型
一
士
一
、
定
員
九
百
四
土
ハ
人
と
な
り
ま
一
審
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
六
月
十
百
一
月
古
(
市
[
民
会
館
)
で
、
時
間
は
い
一
課
の
啓
発
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お

業
高
等
学
校
一
レ
た
。
一
か
ら
七
月
十
日
ま
で
、
夏
期
特
別
貯
蓄
一
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
で
す
o
申
し
込
一
り
防
災
対
策
テ
レ
ビ
キ

3
ペ
ー
ジ

に
隣
接
し
、
一
語
、
保
育
所
霊
に
当
た
り
国
民
一
重
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
す
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
猟
雲
又
は
育

ιます
。

一
年
金
還
元
融
資
八
百
万
円
を
受
け
ま
し
E

一

一

一

幼
児
の
保
育
一
ヒ
。
一
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
レ
ま
す
。
一
八
幡
浜
県
事
務
所
大
淵
出
張
所
林
業
課
=
奇

環
境
に
適
レ
三

1

1

i

l

-

-

一

狩

猟

者

講

習

会

を

一

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

=

送

た

明

る

く

静

一

節

約

は

貯

蓄

の

第

一

歩

一

実

施

一

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス

を

一

放

か

な

場

所

で

一

貯

蓄

が

つ

く

る

確

か

一

昭

和

五

十

年

度

の

話

事

雲

が

一

ご

利

用

く

だ

さ

い

一

汀

ー

幼
児
達
は
楽
一
な
未
来
一
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
該
当
一
大
洲
電
報
電
話
局
の
テ
レ
ホ
シ
サ
l
一
一
市

レ
い
毎
日
を
一
大
量
消
費
に
支
え
ら
れ
た
高
度
成
長
一
者
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
一
ピ
ス
が
七
月
二
日
か
ら
四
l
五
0
0
0
一一

-E

送
っ
て
い
ま
一
経
済
か
ら
、
福
祉
を
重
視
し
た
、
資
源
一
講
習
会
の
日
程
は
初
必
者
は
七
月
十
一
番
に
変
更
し
ま
す
。
何
回
か
け
て
も
無
一
一
送

。

4シ

六
0
メ
ー
ト
ル
直
線
走
一
』

山
下
宰
男
(
肱
南
)
一
一

六

0
メ
ー
ト
ル
直
線
走
一
山

中
野
ト
ヨ
コ
(
平
野
)
一
一

砲

丸

投

げ

一

一

幸
崎
猶
行
(
肱
北
)
一
一

一
0
0メ
ー
ト
ル
競
走
一
例

池
上
正
照
(
菅
田
)

メ

走
幅
跳
び

大
門
政
春
(
菅
田
)

卓
球
シ
シ
グ
ル
ス

山
崎
好
幸
(
平
野
)

砲
丸
投
げ

増
岡
幸
教
(
肱
北
)

砲
丸
投
げ

上
申
武
一
(
南
久
米
)

事

農

4少

? 

モ

日

…
国
営
一
総
合
農
地
開
発
事
業
…
…

銅
メ
ダ
ル

農
薬
の
安
全
使
用
と
水
稲
除
草
剤

の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て

20 月

銀
メ
ダ
ル

4シ

// 

6 

本

年

度

事

業

所

開

設

待
撃
の
肱
北
保
育
所
開
所

大
開
喜
多
地
区
国
営
総
合
農
地
開
発
一
す
。

事
業
が
、
=
一
か
年
の
基
本
計
画
調
査
を
一
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
国
民
食
糧
の

経
て
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
は
農
林
省
一
自
給
率
向
上
の
た
め
対
策
が
真
剣
に
考

に
よ
っ
て
、
全
体
実
施
設
計
の
作
業
が
一
え
ら
れ
て
お
り
、
本
事
業
の
重
要
性
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
一
特
に
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
着
工
の
予
算
が
組
ま
れ
、
年
一
大
洲
市
で
は
、
本
事
業
を
最
重
要
事

度
後
半
に
は
、
国
の
建
設
事
業
所
が
大
一
業
と
し
て
取
組
み
、
最
善
の
努
力
を
レ

洲
市
に
開
設
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
度
一
て
お
り
ま
す
が
、
乙
れ
の
成
功
の
た
め

か
ら
の
事
業
実
施
に
伴
う
設
計
作
業
が
一
に
は
1

市
民
の
み
な
様
の
ご
理
解
を
得

行

わ

れ

ま

す

。

一

る

と

と

も

に

、

事

業

参

加

者

の

特

別

の

本
事
業
は
、
市
の
基
幹
開
業
で
あ
ゐ
一
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
一
第
十
四
回
愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育
一
乙
の
大
会
は
、
身
体
障
害
者
が
ス
ポ

農
業
の
技
本
的
改
革
署
図
り
な
が
ら
、
一
せ
ん
。
一
大
会
が
五
月
+
八
日
松
山
市
堀
之
内
県
一

l
yを
通
じ
、
体
力
の
謹
村
、
指
強
並

地
域
の
開
発
を
し
、
市
将
来
の
発
展
を
一
本
年
度
は
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
一
営
陸
上
競
技
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
一
び
に
残
存
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

左
右
す
る
歴
史
的
な
大
事
楽
で
あ
り
ま
一
関
係
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
し
た
。
一
に
明
朗
、
快
活
か
つ
積
極
的
な
性
格
を
日

t
hミ‘司
KNhミ・司、
hhxs旬
、
h
s
s、ロペ町、
h
ミ
h
s、-hs‘
、
、
、
旬
、
、
町
ぶ

UHE'ミ
hミ
‘
.
一
養
い
明
る
い
生
活
形
成
に
寄
与
レ
、
自
一

，

z
ー
一
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
去
る
六
月
二
日
、
午
一
立
更
生
の
突
を
あ
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
一

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

で

す

七

時

か

ら

、

奇

喜

田

町

杭

亙

す

。

一

一
被
害
の
大
き
い
こ
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
県
下
約
一
、
五
O
O人
の
参
加
者
が
一

松

く

い

虫

防

除

一

に

、

県

下

で

は

初

め

て

の

へ

き

プ

タ

一

号

、

大

洲

市

か

ら

選

手

、

応

援

あ

わ

一

一
ー
に
よ
る
空
市
防
除
を
行
い
ま
し
た
o

一
せ
て
七
三
名
が
参
加
、
次
の
よ
う
な
好
一

松
く
い
虫
の
被
呈
器
全
国
的
に
広
が
一
大
洲
市
森
林
組
合
の
協
力
を
得
て
、
松
一
そ
の
ほ
か
被
智
一
呆
を
一
掃
す
る
た
め
一
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
一

り
杢
己
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
く
い
虫
の
童
謡
四
査
や
、
防
除
対
策
を
一
地
上
散
布
、
伐
倒
、
焼
却
処
理
な
ど
の
一
金
メ
ダ
ル
一

0
0メ
ー
ト
ル
競
走
一

大
洲
市
で
は
、
松
く
い
虫
の
防
除
を
一
図
っ

τお
り

ま

す

。

一

防

除

を

計

画

し

て

お

り

ま

す

。

一

上

川

賢

治

(

肱

北

)

一

強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
松
く
い
虫
防
一
大
洲
市
の
を
い
虫
に
よ
る
被
宣
被
害
に
か
か
っ
て
い
る
松
は
、
地
区
一

1

1

1

1

1

1

1

除
対
策
推
進
協
議
会
を
設
け
、
各
地
区
一
昭
和
四
平
五
年
秩
乙
ろ
か
ら
発
生
レ
て
一
の
防
除
対
策
推
進
委
員
さ
ん
と
相
談
の
一

l

、

u

-

2
干
一
ニ
人
の
推
進
委
員
を
委
嘱
、
一
現
在
で
は
千
五
百
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
一
う
-
え
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
一
大
掛
川
電
報
電
話
局
で
は
軍
用
者
に
一
」
「
ダ
イ
ヤ
ル
の
し
か
た
が
悪
い
」
「

-
な
お
、
二
回
目
の
君
臨
は
六
月
一
正
レ
く
電
話
を
か
け
て
も
ら
う
た
め
昨
弔
意
出
る
前
に
切
っ
て
レ
ま
う
」
な

二
十
三
日
に
を
つ
予
定
で
す
。
一
年
七
片
か
皇
「
年
三
月
ま
で
の
問
ダ
一
ど
と
く
に
電
話
の
か
け
方
に
重
点
を
お

一
イ
ヤ
ル
コ
ジ
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
し
一
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

そ

の

他

詳

レ

い

乙

と

は

大

洲

市

森

林

一

一

一

、

乙

の

一

現

在

大

洲

市

内

で

は

、

市

内

通

話

百

組

合

、

又

は

市

役

所

農

政

課

へ

お

問

い

一

一

一
「
え
ほ
ど
そ
の
結
一
回
中
二
十
五
回
-
市
外
通
話
百
回
中
三

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

、

ー

品

百

円

一

一

，

I
寸
果
を
と
り
ま
一
十
回
く
ら
い
の
割
合
で
、
一
回
の
ダ
イ

松

く

い

虫

防

墜

器

量

進

委

員

一

，

、

ス

一

一
ス
久
と
め
、
ダ
イ
一
ヤ
ル
で
は
つ
な
が
ら
ず
、
二
回
三
固
と

大

洲

地

区

徳

山

勝

猪

、

矢

野

茂

雄

一

コ

カ

一

一

-

f

灯
ヤ
ル
ミ
ス
の
一
か
け
な
お
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
う

平
野
ヂ
中
野
忠
童
、
宇
都
宮
倣
伯
一
一
ア
一
月

J

一

一

t
業
少
な
い
土
ハ
一
ち
の
約
半
数
は
か
け
る
人
の
ダ
イ
ヤ
ル

著

書

一

ン

事

事

業

所

の

入

一

ミ

ス

が

原

因

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

南
久
米
グ
岡
貞
徳
、
新
川
喜
八
郎
一

6

一

一

コ

i

賞
を
決
定
し
一
電
話
を
か
け
る
人
は
正
し
い
マ
ナ
ー
を

菅
田
グ
有
友
武
司
、
大
田
親
芯
一

=ν
一

一

一

'

l

ま
し
た
。
乙
一
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
ね
が
い

吉
田
正
、
小
霊
4
4

親

一

川

社

れ

は

大

洲

市

一

し

ま

す

。

中

野

喜

一

ヤ

号

内

か

ら

百

十

一

ス

賞

事

業

所

大
川
タ
岩
村
道
勝
、
大
門
重
二

f

一r
事
業
所
を
選
一
大
洲
警
察
署
、
平
野
地
図
、
六
洲
市

福
岡
光
車
、
西
野
清
友
一
~
州
び
、
一
週
間
民
会
館
、
コ
カ
・
コ

l
一
フ
大
州
出
張
所

柳
沢

F

塩

井

鹿

蔵

一

タ

大

か

ら

二

週

間

百

中

木

材

、

南

予

阿

部

商

事

、

大

洲

精

新
谷
ヂ
池
田
正
利
、
村
上
康
二
郎
一
の
期
聞
を
設
一
神
病
院
、
大
洲
市
役
所
、
日
通
大
別
営

三
善

h
y

深
部
包
久
一
け
て
、
こ
の
間
電
話
の
つ
な
が
り
ぐ
あ
一
業
所
、
三
和
医
科
器
機
、
明
治
生
命
保

八
多
喜
グ
松
井
充
徳
、
都
築
一
男
一
い
や
か
け
る
人
の
ダ
イ
ヤ
ル
の
し
か
た
一
険
大
洲
営
業
所
、
タ
ム
一
フ
ギ
フ
ト
本
庖

上
須
戒
m

山
本
光
高
一
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
一
中
央
運
送
、
浅
倉
精
肉
庵
安
田
生
命

一
「
ダ
イ
ヤ
ル
を
途
中
で
や
め
て
し
ま
う
一
大
淵
支
部
、
琴
平
商
会
、
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一
、
事
業
申
請
に
対
す
る
同
意
に
つ
い

て
乙
の
事
業
は
、
事
業
に
関
係
す
る

か
た
が
た
の
同
意
を
得
て
市
町
村
長

が
連
名
で
事
業
施
行
の
申
請
を
行
い

開
発
部
農
地
開
発
課

身
障
者
体
育
大
会
終
わ
る

好

成

績

の

市

出

場

者

吃
今注

オ
ー
プ
ン
し
た
肱
北
保
育
所

松くい虫空中防除風景

②
防
除
機
具
の
整
備
。
③
マ
ス
ク
や

ゴ
ム
手
袋
を
つ
ザ
て
直
接
農
薬
が
皮

ふ
に
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
④
不

健
康
な
状
態
で
農
薬
散
布
に
従
事
し

な
い
。
⑤
長
時
間
作
業
に
従
事
し
な

い
。
⑥
作
業
中
に
気
分
が
悪
く
な
れ

ば
す
ぐ
医
者
に
行
く
o

⑦
空
ピ
シ
、

袋
は
適
切
に
処
賢
し
、
残
量
農
薬
は

錠
の
つ
い
た
安
全
な
所
に
保
管
す
る

乙
ζ

。
最
近
の
水
田
に
は
新
し
い
雑
草
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
と
れ
は
従
来
の

除
草
剤
が
一
年
生
雑
草
を
対
象
と
レ

た
も
の
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
ワ
刀

力
ワ
な
ど
の
永
年
生
雑
草
が
残
り
繁

届
誕
生

沼
畑
関

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

西
禅
寺
の
ピ
ヤ
ク
シ
ン

所

在

地

大

洲

市

手

成

西

禅

寺

境

内

所

有

者

西

禅

寺

昭

和

お

年

日

月

指

定

西禅寺のビャクシン

手
成
の
函
館
寺
は
白
壁
の
土
塀
を

巡
ら
レ
、
そ
の
堺
の
上
に
濃
い
緑
の

古
木
が
遠
く
か
ら
で
も
眺
め
ら
れ
ま

す。
山
門
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
左
側
に
孤

立
し
て
い
る
こ
の
木
が
ピ
ャ
ク
シ
シ

で
す
。
根
周
=
一
・
六
六
メ
ー
ト
ル
、

樹
高
一
一
九
・

0
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま

す
。
ピ
ヤ
ク
シ
ン
は
約
一
・
五
0
メ

ー
ト
ル
ば
か
り
低
い
地
面
か
ら
生
え

て
い
た
も
の
を
現
在
の
高
さ
の
庭
に

埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、

本
来
の
樹
高
は
一
六
・
五
0
メ
ー
ト

ル
に
な
り
ま
す
。
校
の
長
さ
は
東
へ

一
0
・
五
0
メ
ー
ト
ル
、
西
へ
六
・

0
メ
ー
ト
ル
、
南
へ
五
・
四
O
メ
l

ト
ル
、
北
へ
四
・

0
メ
ー
ト
ル
で
、

と
こ
ろ
ど
乙
ろ
に
枯
枝
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

寺
は
康
永
二
年
(
一
三
四
三
)
創

建
さ
れ
た
も
の
で
当
時
か
ら
こ
の
木

が
育
っ
て
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
樹

齢
は
約
六
百
年
以
上
の
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
長
年
の
風
雪
ゃ
、
そ
の

他
多
く
の
障
害
に
耐
え
て
き
た
樹
容

は
、
あ
た
か
も
枯
淡
で
か
く
レ
ゃ
く

た
る
翁
の
風
格
を
思
わ
せ
西
禅
寺
に

ふ
さ
わ
し
い
名
木
と
い
え
ま
し
ょ
う

西
伸
寺
に
は
乙
の
木
の
ほ
か
県
指

定
有
形
文
化
財
通
機
寺
文
書
、
市
指

定
有
形
文
化
財
備
前
焼
大
瓶
(
が
め

)
が
あ
り
ま
す
。

一
ょ
う
ず
な
電
話
の
使
い
方
」
そ
の
他
「

E
電
話
ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
テ
I
プ
に
録
音

し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
毎
週
変
わ
り

ま
ず
か
ら
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

、
心
を
つ
な
ぐ
大
淵
電
報
電
話
局

ま
ど
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
に
役
だ
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま

ご
こ
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

=
一
+
万
円
(
香
典
返
し
)

大
制
川
市
喜
多
山
上
田
栄
一

十
万
円
(
香
典
返
し
)

大
州
市
中
村
篠
浦
憲
男

六
万
九
平
百
八
十
円
(
寄
付
金
)

大
制
川
市
若
宮
木
元
広

犬
訓
川
市
社
会
構
祉
協
議
会

南海放送
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